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使 用 者：有資格者
使用目的：高圧を有する蒸気を容器に導入し、湿熱を利用し医療に使用する器具機材等を滅菌

する。

■ご使用の前に必ずこの安全上の注意をよくお読みいただき、正しくお使いください。
■危険事項の説明は、製品を安全にお使いいただき、あなたや他の方への危害や損害を未然に
防止するためのものです。

　危害や損害の大きさと切迫の程度ごとに分類しています。いずれも安全に関する内容ですか
ら、必ずお守りください。

安全上の注意、危険事項の表記について

1 使用者・使用目的

注意の区分 危害や損害の大きさと切迫の程度

 警　告 「重度の人身障害または物的損害が発生する可能性がある注意事項」を説明
しています。

 注　意 「軽度の人身障害または物的損害が発生する可能性がある注意事項」を説明
しています。

お知らせ 「故障や性能低下を起さないためにお守り頂きたいこと、仕様や性能に関し
て知っておいて頂きたいこと」を説明しています。

警　告
・ 濡れた手で電源コードを抜き挿ししないでください。感電の恐れがあります。

・ 爆発の危険性のある室内、可燃物質の近辺では使用しないでください。

・ 煙が出たり、樹脂の燃えているようなにおいがするなどの異常が発生した時は、
ただちに電源スイッチを切り電源コードを抜き、販売店まで連絡してください。

・ 電源コードは、必ず専用のアース端子付きの医用コンセ
ントに接続してください。万一、本機内部で漏電した場
合、感電、火災の恐れがあります。

また、電源コードは、コンセントの奥まで確実に挿し込
み、延長コードの使用や同じコンセントから他の器具を
同時に使用しないでください。



3

警　告
・ アース端子付きコンセントがなく、やむを得ずアダプ
ターを使用する時は、必ずアース線にて確実に接地して
ください。

その際、ガス管や水道管等には絶対に接地しないでくだ
さい。感電、火災の恐れがあります。

アダプター

・付属品は、弊社指定品以外は使用しないでください。感電、火災、故障の恐れ
があります。

・ 本製品に、水、滅菌水、生理食塩水、薬品などがかからないようにしてください。
ショートして感電する恐れがあります。

・ むやみに電源を ONまたは OFFにしないでください。ヒューズが切れる恐れ
があります。

・ 安全のため、電源コードをすぐに抜くことができるように、機器の周囲を
10cm ほどあけて設置してください。

・ 運転中はドアを開けないでください。蒸気が噴出してケガや火傷の恐れがあり
ます。

・ 運転中および運転完了直後は、ドア、チャンバ―周辺部が高温になっているた
め、不用意に触れないでください。火傷の恐れがあります。

・ 機器の蒸気口に物をかぶせたり、ふさがないでください。また不用意に顔や手
を近付けないでください。火傷の恐れがあります。
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注　意
・ 医療機器の操作、保守点検の管理責任は、使用者側にあります。

・ 本製品は室内専用です。

・ 本製品は平らで安定した場所に置いてください。

・ 医療用機材以外の物品、および液体は滅菌しないでください。

・ 取扱説明書に記載されていない分解や改造をしないでください。

・ 落下等の強い衝撃を与えないでください。

・ 被滅菌物は、汚れや水、洗浄液、薬液等を除去してから滅菌してください。チャ
ンバー、被滅菌物等の腐食および臭いの原因になります。汚れを水等で洗浄し
た後は、よくすすいで乾燥させてから滅菌してください。

・ 被滅菌物は、付属のバスケットに入れて滅菌してください。直接チャンバーに
入れると、被滅菌物の滅菌不良や変色、故障等の恐れがあります。また、本機
の故障の原因になります。

・ 本製品を移動させる際は、本機を停止させ、必ず水を排水し、十分に冷えた状
態で移動させてください。

・ 先の細い被滅菌物は、付属のバスケットの底から突き出てしまう恐れがあるた
め、滅菌パック、ケース等を用いて滅菌してください。

・ 被滅菌物に適切な条件で滅菌を行ってください。被滅菌物の損傷防止のため、
予め被滅菌物の製造業者または販売店に確認の上、適切な条件で滅菌してくだ
さい。

・ 使用中、少しでも異常を感じたら使用を中止して、販売店まで連絡してくださ
い。
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注　意
・ 機器および部品は必ず定期点検を行ってください。（“10. 定期点検”参照）

・ 長期間使用していない機器を使用するときには、使用前に必ず機器が正常にか
つ安全に作動することを確認してください。

・ 携帯形および移動形の RF通信機器は、本製品に影響を与えることがあります。

・ 本製品は他の機器と隣接または積み重ねて使用しないでください。隣接または
積み重ねが必要な場合、本製品と他の機器が正常作動することを検証するため
に観察した上で使用してください。

・ 電磁障害波がある室内で使用する場合、作動に影響を受ける恐れがあります。
電磁波が発生する機器などがある場合は、その近辺では使用しないでくださ
い。また、近辺で超音波発生装置や電気メスなどが使用されるような場合は、
本機の電源をOFFにしてください。

・ 本製品は、特定保守管理医療機器です。医療機器安全管理責任者を配置し、医
療の安全管理のための体制を確保することが、医療法等で義務付けられていま
す。

お知らせ・ 開梱時、チャンバーとタンクの内部に水滴が付いていることがあります。これ
は弊社出荷検査の際の運転試験時の水滴が残ったものですので、製品の不具合
ではございません。

・ チャンバーは熱の影響により変色することがありますが、直ちに機械的強度に
影響することはありません。

・ 被滅菌物は、洗浄剤の除去および乾燥させ、余剰オイルはできる限り排出して
から滅菌してください。洗浄剤や余剰オイルの影響により、チャンバーの腐食、
変色および臭いの原因になります。

 また余剰オイルによって、Heat(加熱 )工程の時間が長くなる恐れがあります。

・ 運転時において滅菌工程中や排水後、非常に大きな作動音がする場合がありま
す。内部水回路への水が不足していることが原因であり、製品の不具合ではご
ざいません。
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No. 部品名 数量 備考
1 iClave miniユニット 1 –
2 フィルタスパナ 1 –
3 水フィルタ 1 交換用付属品
4 給水フィルタ 1 交換用付属品
5 エアフィルタ 1 交換用付属品
6 パッキン 1 交換用付属品
7 チューブストッパ 1 排水ホース用、予備用付属品
8 フックハンドル 1 –
9 バスケット 1 –
10 仕切りスタンド 1 –
11 仕切り板（長） 4 –
12 仕切り板（短） 1 –

同梱物一覧
①

⑥

⑨ ⑩ ⑪

⑫

⑧

⑤

②

④

⑦

③
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4-1 iClave miniユニット

ドア ドアハンドルノブ

操作パネル チャンバー

パッキン 給水口

蒸気口

排水ホース

安全弁

ファン

エアフィルタ

サービスポート

電源スイッチ

電源コード

ヒューズボックス

給水フィルタ

排蒸口
注水口

温度センサー
固定金具

水フィルタ

水量ゲージ

各部の名称
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4-2 操作パネル部

操作パネル上のボタン
①プログラムボタン（PROGRAM）
・プログラムを選択する際に使用します。
  （“8-4 滅菌の開始”参照）
・セットアップメニューを選択する際に
使用します。

   （“5-3 セットアップ”参照）

②スタート/ストップボタン （START/ STOP）
・滅菌を開始（中止）する際に使用します。
  （“8-4 滅菌の開始”参照）
・セットアップメニューを選択する際に
使用します。

  （“5-3 セットアップ”参照）

操作パネル上の表示部
A温度表示ランプ（Temp. ℃ ）
温度を表示する際に点灯します。
（“8. 使用方法”参照）

B時間表示ランプ（Time / min）
時間を表示する際に点灯します。
（“8. 使用方法”参照）

Cアラームランプ （Alarm）
エラーが発生した際に点灯します。
（“11. エラーコード”参照）

Dプログラムランプ
 選択されたプログラムを表示する際に点
灯します。

   （“8-4 滅菌の開始”参照）

E工程ランプ
現在の滅菌工程を表示する際に点灯します。
End：滅菌終了
Dry：乾燥
Sterilize：滅菌
Heat：加熱　

Cアラームランプ Dプログラムランプ E工程ランプB時間表示ランプ

温度・時間表示 ①プログラムボタン ②スタート/ストップボタン

A温度表示ランプ

圧力表示

プログラム 被滅菌物
134℃ Solid 未包装（滅菌後即時使用）の器具機材で主に金属の材質のもの

134℃ Porous 滅菌パック（一重包装）にて包装された器具機材で主に金属の材質のもの

121℃ Solid 未包装（滅菌後即時使用）の器具機材で主に樹脂、ゴムを含む材質のもの

121℃ Porous 滅菌パック（一重包装）にて包装された器具機材で主に樹脂、ゴムを含む材質のもの
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・滅菌終了時、蒸気口から大量の蒸気が出るため、蒸気口付近に顔や手を近付け
ないでください。火傷の恐れがあります。

5-1 本機の設置
安全のため、電源コードをすぐに抜くことができるように、機械の周辺を 10cmほどあけ
て設置します。使用環境については、“13. 仕様”を参照してください。

・壁紙や家具等にカビや腐食などの恐れがありますので、ユニット上部には空間
を設けて設置してください。

設置、各部の接続、セットアップ方法

注　意

警　告

お知らせ・ ご購入時、チャンバー内部には、バスケットがビニール袋で包装された状態で
入っています。設置前に包装材を除去してください。
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・電源コードはコードのプラグ部分を持って引き抜いてください。コード部分を
持って引き抜くとコード内部で断線するなど故障の原因となります。
・電源コードの抜き挿しは機器の停止を確認してから行ってください。

注　意

・電源コードは、必ず専用のアース端子付きの医用コンセントに接続してくださ
い。万一、本機内部で漏電した場合、感電、火災の恐れがあります。また、電
源コードは、コンセントの奥まで確実に挿し込み、延長コードの使用や同じコ
ンセントから他の器具を同時に使用しないでください。

・アース端子付きコンセントがなく、やむを得ず
アダプターを使用する時は、必ずアース線に
て確実に接地してください。その際、ガス管
や水道管等には絶対に接地しないでください。
火災の恐れがあります。

警　告

5-2 電源コードの接続
1）電源コードを挿し込む前に、電源をOFF（○側）
にします。

2）電源コードをアース端子付きの医用コンセントに
挿し込みます。（図1）

図 1

アダプター
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5-3 セットアップ
5-3-1 標高の設定
本機の適正な圧力表示のため、設置場所の標高を設定する必要があります。
工場出荷時は 100mに設定されていますので、設置場所の標高が 0~200mの場合は再設
定の必要はありません。
標高が 200m以上の場合、セットアップメニューから設定を変更してください。
標高は以下のサイトにて確認できます。
地理院地図 (電子国土Web)
http://maps.gsi.go.jp/
オンラインで標高情報取得可能です。(カーソルを目的地に合わせ右クリック )
（2017年10月現在）

・標高は正しく設定してください。正しく設定されていない状態で本機を作動さ
せると、予期せぬエラーが発生する恐れがあります。

お知らせ

5-3-2 給水ポンプの試運転
初めて使用するとき、および長期間使用していなかったときは、以下の手順に従って給水
ポンプの試運転を行います。
1) タンクに水を入れます。（給水方法と使用する水については、“6-1 給水”参照）
2) ドアを閉めて、ドアハンドルノブを“ ”の位置にします。
3) スタート / ストップボタンを押します。(プログラム：134℃ Porous)
　 給水ポンプが約 30秒間作動して停止します。
　（作動中は作動音がします）
4) 水量ゲージの水位が約４cm下がっているか確認
します。（図 2）

 水位が約 4cm下がっている場合は、手順 5)、 6)
の操作を行います。

 下がっていない場合は、手順 5)、6) の操作を行っ
た後、再度、手順 2) からの操作を繰り返します。

5) 再度、スタート / ストップボタンを押し、強制
停止させます。

　そのまま約 1分間待ちます。(この間、機器内部
ではチャンバー内の排水を行っています )

6) 圧力表示が“０”になっていることを確認してか
ら、ドアを開けます。

約4cm

図 2

お知らせ・ 当操作を怠ると、給水ポンプもしくは給水経路が乾燥し、所定の水量が確保で
きずエラー発生の原因になります。
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5-3-3 セットアップメニュー 電源スイッチをON（–側）にしてください。
（“8-1 電源を入れる”参照）
プログラムボタンとスタート /ストップボ
タンを同時に押すとセットアップメニュー
になります。セットアップメニューでは、
時間、言語、標高、滅菌・乾燥時間の変更（延
長）を設定することができます。
まず、プログラムボタンとスタート /ストッ
プボタンを同時に押すと、時間合わせモープログラムボタン

スタート /ストップボタン

時間合わせ 言語設定 標高設定

プログラムボタンとスタート/ストップボ
タンを同時押しすると“年”設定モードに
なります。プログラムボタンが“+”スター
ト・ストップボタンが“－”です。希望の
数値になりましたら、プログラムボタンと
スタート/ストップボタンを同時押しする
ことで“月”設定モードに移ります。これ
を“分”設定まで繰り返します。

適正な圧力表示のため、標高を設定しま
す。標高を 0 ～ 2500 ｍの範囲で設定
が可能です。プログラムボタンで数値が
上昇、スタート/ ストップボタンで数値が
下降します。希望の数値を表示させ、プ
ログラムボタンとスタート/ ストップボタ
ンの同時押しで設定を保存できます。

この機能は日本では使用しません。

〈表示の意味〉

言語設定では、プログラムボタンを押す
毎に、英語→ドイツ語→フランス語→スペ
イン語→イタリア語と表示が切り替わり
ます。希望の言語でプログラムボタンとス
タート/ ストップボタンを同時押しで設定
を保存します。

年

月

日

時（00～24）

分

英語

ドイツ語

フランス語

スペイン語

イタリア語

S E E 

8 A E E 

S E E 

L A A G 

E A G 

L A A G 

8 E 0 

S P F A 

S P A 

0 8 0 8 

F F E 

L A A G 

S E A 

L 0 A G 

S E E 

A L E 0 

A L E 

A 7 0 0 

    Y   .

2 0 1  5 

A A  .  

d 0 0 5 

S 8  . 

d 0 2 8 

S 8 E. 

d 0 0 9 

A A A. 

d 0 0 6 

表示 英語 意味

S E E SET 設定

8 A E E DATE 日付

    Y   . YEAR 年

A A  . MONTH 月

S 8  . DAY 日

S 8 E. HOUR 時

A A A. MINUTE 分

L A A G LANGUAGE 言語

E A G ENGLISH 英語

8 E 0 DEUTSCH ドイツ語

F F E FRENCH フランス語

S P A SPANISH スペイン語

S E A ITALIAN イタリア語

A L E 0 ALTITUDE 標高

A L E ALTITUDE 標高
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プログラムボタン とスタート/ストップ
ボタン を同時押し

プログラムボタン

プログラムボタン

スタート/ストップボタン

数値上昇

数値下降

ドになります。モードを変更するにはプロ
グラムボタンを押します。プログラムボタ
ンを押す毎に、言語設定→標高設定→滅菌・
乾燥時間の延長→時刻合わせ→……と表示
が変わります。設定を終了したいときはス
タート /ストップボタンを長押しすること
で、設定を保存しセットアップメニューを
終了します。

滅菌・乾燥時間の延長設定 テクニカルメニュー 工場メニュー

〈表示の意味〉

プログラム134℃ Solid
の滅菌時間の延長
（初期設定値は 4分）。
4分～14 分の間で設定
可能。

テクニカルメニュー及び工場メ
ニューは使用できません。プ
ログラムボタンを押し、先に
送ってください。

テクニカルメニュー及び工場メ
ニューにおいて、間違ってプロ
グラムボタンとスタート/ ストッ
プボタンを同時に押した場合（上
図）が表示されます。再度プロ
グラムボタンとスタート/ ストッ
プボタンを同時に押すとセット
アップメニューを終了できます。
最初からやり直してください。

プログラム134℃ Porous
の滅菌時間の延長（初期
設定値は14分）。14分～
24分の間で設定可能。

プログラム121℃ Solid の
滅菌時間の延長（初期設
定値は 20 分）。20 分～
30 分の間で設定可能。

プログラム121℃ Porous
の滅菌時間の延長（初期
設定値は 30 分）。30 分
～ 40 分の間で設定可能。

プログラム134 ℃及び
121℃ Solid の　乾燥時
間の延長（初期設定値は 2
分）。2 分～ 30 分の間で
設定可能。

プログラム134 ℃及び
121℃ Porous の乾燥時間
の延長（初期設定値は10
分）。2 分～ 30 分の間で
設定可能。

A 8 8 

E A 8 0 

0 4 4 

5 - P 7 

2 0 E 

5 - P 3 

7 4 4 

5 - P 2 

3 0 E 

5 - P 4 

0 2 E 

8 - 7. 3 

7 0 E 

8 - 2.4 

E E E 

A E A U 

A 8 0

F A E E  

0 0

P A S S 

表示 英語 意味

E A 8 0 TIME ADJUST 時刻合せ

5 - P 7 SET - PROGRAM 1 プログラム1 設定

5 - P 2 SET - PROGRAM 2 プログラム2 設定

5 - P 3 SET - PROGRAM 3 プログラム3 設定

5 - P 4 SET - PROGRAM 4 プログラム4 設定

8 - 7. 3 DRY - 1.3 プログラム1、3乾燥

8 - 2.4 DRY - 2.4 プログラム2、4乾燥

E E E TECHNICAL テクニカル

A E A U MENU メニュー

A 8 0 ADJUST 調整

F A E E FACTORY 工場

P A S S PASSWORD パスワード
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6

・ 使用する水は 15μ S/cm以下の蒸留水、イオン交換水、RO水等を使用して
ください。水道水は使用しないでください。故障の原因になります。
・ 水は 1Lで満水ですので、入れ過ぎに注意してください。
 水を入れ過ぎると、動作時に背面の蒸気口から水があふれ出る恐れがあります。

・水が無い、もしくはほとんど無い状態で滅菌を開始させると非常に大きな作動
音がします。必ず給水してください。

使用前準備

注　意

図 3

お知らせ

6-1 給水
1）排水ホースのチューブストッパが付いているか
確認します。（図 3）

2）水量ゲージの水位がMINより高い水位（最大
1L）まで、水を給水口よりゆっくり注ぎます。
使用する水は 15μ S/cm以下の蒸留水、イオ
ン交換水、RO水等を使用してください。（図 3）
イオン交換水：イオン交換装置を用いてイオ
ンを除去した水
RO水：RO膜（逆浸透膜）を用いてイオンを
除去した水

7

使用前に、以下の点検をしてください。点検時、または使用時に異常を感じた場合、使用を中
止し、販売店まで連絡してください。
　• パッキンおよびパッキンの当たり面に汚れが付着していないか、パッキンの浮き、硬化、
ひび割れがないか。

　• ドアがスムーズに開閉するか。
　•タンクに適量の水が入っているか。
　•水は汚れていないか（1週間以内に給水されたものか）。
　•水フィルタが目詰まりしていないか。

使用前点検

チューブストッパ

給水口
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8

・電源を入れると、停止させた状態でも、プレヒーティングによりチャンバー
は熱くなります。火傷の恐れがあるため注意してください。使用していない
場合でも、ドアはロックした状態（ドアハンドルノブを奥にスライドさせ“ ”
の位置にする）にしてください。

使用方法
8-1 電源を入れる
電源スイッチをON（̶側）にしてください。（図 4）
操作パネル部上段にチャンバー内の圧力が表示されます。下段に現在時刻（PM7時 18分
の場合 19.18と表示されます）、チャンバー内温度が交互に表示されます。
※立ち上げまで数秒かかります。

ドアハンドルノブを手前に引き“ ”の位置にしてください。（図 5）
 5秒後に oFFの表示は解除されます。ドアを開け前回の滅菌物の取出し忘れがないか確認
してください。

oFFと表示された場合

0.0 0 

7 9.7 8 

8 F F 

7 9.7 8 

警　告

図 4

図 5

お知らせ・ 滅菌終了後、本機を無操作の状態で 30分放置すると、滅菌物の保護のため、
自動的にプレヒーティングは停止します。但し、ドアハンドルノブを手前に引
き“ ”の位置にすると、再びプレヒーティングを開始します。

y-wakui
長方形

y-wakui
線
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8-2 未包装（滅菌後即時使用）の器具機材の滅菌
1）仕切りスタンドに仕切り板（長）、（短）を挿し込んで組
み立てます。（図 6）

2）組み立てた仕切りスタンドをバスケットに入れます。
（図 7）

3）仕切り板で仕切られたマス目に被滅菌物を入れます。ハ
ンドピースの場合 12本が最大目安です。（図 8）

4）バスケットをチャンバーに入れます。（図 9）
5）ドアのつばを押さえながら、ドアハンドルノブを“ ”
と“－”が合う位置まで、“ ”側にスライドさせます。
（図 10）

6）プログラム (Solid)を選択し、滅菌を開始します。 
（“8-4 滅菌の開始”参照）

・先の細い被滅菌物は、付属のバスケットの底
から突き出てしまう恐れがあるため、滅菌パッ
ク、ケース等を用いて滅菌してください。
・必ず付属のバスケットを使用してください。

図 6

図 9

図 7

図 10図 8

バスケットを上から見た状態

ハンドピース

注　意

・チャンバーは熱くなっています。火傷の恐れ
があるため注意してください。警　告

被滅菌物の最大積載量の目安
■未包装（滅菌後即時使用）器具機材の滅菌
　最大積載量　1kg（バスケット、仕切りスタンド、仕切り板を含む）
※弊社ハンドピースと付属のバスケットと仕切りスタンド、仕切り板を使用した組合せでは
12本が目安となります。

・最大積載量は目安であり、他の滅菌物を同梱する場合はその表面積に伴い減
量が必要となります。お知らせ
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8-3 滅菌パック（一重包装）にて包装された器具
機材の滅菌

・必ず付属のバスケットを使用してください。
注　意

1）滅菌パックにて包装された被滅菌物を仕切りスタンドに
挿し込みます。（図 11）

2） バスケットに 1）の状態のまま仕切りスタンドを入れま
す。（図 12）
ハンドピースの場合、6本が最大目安です。（図 13）

3）バスケットをチャンバーに入れます。
4）チャンバーのパッキンからはみ出さないようにしてくだ
さい。（図 14）

5）ドアのつばを押さえながら、ドアハンドルノブを“ ”
と“－”が合う位置まで、“ ”側にスライドさせます。
（図 15）

6） プログラム (Porous)を選択し、滅菌を開始します。
（“8-4 滅菌の開始”参照）

図 14

図 11

図 15仕切り板（長）（短）は
使用しません。

図 12

図 13

バスケットを上から見た状態

滅菌パック

・チャンバーは熱くなっています。火傷の恐れ
があるため注意してください。警　告

被滅菌物の最大積載量の目安
■包装（一重包装）器具機材やポーラス（多孔質素材）の滅菌
　最大積載量　0.5kg（バスケット、仕切りスタンドを含む）
※一重包装された弊社ハンドピースと付属のバスケットと仕切りスタンドを使用した組合せ
では6本が目安となります

・最大積載量は目安であり、他の滅菌物を同梱する場合はその表面積に伴い減
量が必要となります。お知らせ
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プログラム 被滅菌物 温度 滅菌時間※ 乾燥時間※

134℃ Solid
未包装（滅菌後即時使用）の器具機材で
主に金属の材質のもの 134℃ 4分 2分

134℃ Porous
滅菌パック（一重包装）にて包装された器具機材で
主に金属の材質のもの 134℃ 14分 10分

121℃ Solid
未包装（滅菌後即時使用）の器具機材で
主に樹脂、ゴムを含む材質のもの 121℃ 20分 2分

121℃ Porous
滅菌パック（一重包装）にて包装された器具機材
で主に樹脂、ゴムを含む材質のもの 121℃ 30分 10分

1）プログラムボタンを押しプログラムを選択
します。

2）スタート /ストップボタンを押し滅菌を開
始させます。

　 途中停止させる際は、スタート /ストップ
ボタンを押して滅菌を停止させます。

※プログラムを変更する場合は、一度ドアを
開閉しないと変更できません。

3）Sterilize（滅菌）工程が終了
すると通知音が鳴り、次の
Dry（乾燥）工程に移ります。
Dry（乾燥）工程が終了する
と、通知音とグリーンのラ
ンプでお知らせします。

4）ドアハンドルノブを手前に
引き“ ”の位置にします。
（図 16）

5）ドアを開いてフックハンドル
を用いてバスケットを取り出
し、滅菌物を取り出します。       
（図 17）

図 17

8-4 滅菌の開始

1） 2）

3）

図 16

Sterilize（滅菌）工程の前に、Heat（加熱）工程が約 4～ 8分かかります。
※初期設定値の時間を示しています

お知らせ・ 滅菌パック（一重包装）にて包装された器具機材は、必ず 134℃ Porousま
たは 121℃ Porousのプログラムを選択してください。滅菌物が乾燥してい
ない場合は、積載量を減らす、もしくは乾燥時間を長めに設定してください。
・ 選択した滅菌プログラム、余熱の状況、滅菌物の積載容量・内容によって乾燥
状態は異なります。

 開始後、圧力表示部に "cyc"、"LES"と表示され、温度・時間表示部にこれまでの運転回数が表
示されます。

 その後、Heat（加熱）工程では、圧力表示部に圧力、温度・時間表示部に温度と経過時間を交
互に表示します。

 Sterilize（滅菌）工程では、圧力表示部に圧力、温度・時間表示部に温度と残り時間を交互に表
示します。Dry（乾燥）工程も同様です。
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インジケーター等を使用して滅菌効果を確
認します。オートクレーブ用滅菌インジケー
ターに添付されている取扱説明書をよく読
んだ上で使用してください。

・ 運転中および圧力がかかっている際に無理にドアを開けないでください。蒸
気が噴き出して火傷の恐れがあります。
・ ドアを開く時、蒸気が噴き出して火傷をする恐れがあるため注意してくださ
い。

 特に Sterilize（滅菌）工程中に途中停止させてドアを開ける際は、停止直後
のチャンバー内に蒸気が充満しており、ドアを開けた際に蒸気が噴き出しま
す。ドアを少しずつ開き、蒸気を逃がしながら開けてください。その際、顔
やドアを持つ手を火傷しないように十分注意してください。
・ チャンバーや滅菌物は熱くなっています。火傷の恐れがあるため注意してく
ださい。

・ 本機では、二重包装された器具機材の滅菌は行わないでください。本機では、
滅菌の効果を確認していません。もし、滅菌する場合は、真空引機能付きの
滅菌器の使用を推奨します。
・ 本機では滅菌物を保管することはできません。再汚染の恐れがありますので、
必ず専用保管庫等で保管してください。
・電源 ON時または運転直後は、ドアを完全に開いた状態（約 90度）、または
完全に閉じた状態にしてください。半開きの状態で放置すると、チャンバー
内部に水分が残っている場合、水蒸気が発生し、操作パネルの表示部のくも
りや故障の原因となります。

・ 滅菌を途中停止した後、再び滅菌を開始する場合は、スタート / ストップボ
タンを 2 回押す、または一度ドアを開閉してからスタート / ストップボタン
を押してください。
・滅菌終了直後などチャンバー内の温度が高い場合、内圧によりドアハンドル
ノブが固くなり、ドアが開きにくいことがあります。その際は 2 ～ 3 分待つ
と開きやすくなります。

・ 化学的インジケーターは、滅菌条件の温度、時間、湿熱により変色等の反
応を示します。日常のモニタリングとして使用する場合は、ISO 11140-1 
Class4、5、6のいずれかを使用することを推奨します。

8-5 滅菌効果の確認

生物学的インジケーター 化学的インジケーター

警　告

注　意

お知らせ

お知らせ



20

9

毎 日

毎 週

9-1毎日のお手入れ
ユニット外装、チャンバー（図 18）、
パッキンおよびパッキンの当たり面（図 19）の清掃
（汚れが付着している際は随時行ってください）

１）電源をOFFにします。
２）電源コードのプラグをコンセントから
抜きます。

３）チャンバーが十分に冷えた状態にあ
ることを確認してから、水をよくし
ぼった布で拭き取ります。

４）消毒用アルコールを含ませた布等で
表面を拭き取ります。

9-2水フィルタの清掃、交換
１）電源をOFFにします。
２）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
３）ドアを開け、チャンバーが十分に冷えた状態にあるこ
とを確認してから、フィルタスパナでチャンバー底部
の付属の固定金具を左に回して外し、水フィルタを取
出してください。（図20、21）

４）先の細いブラシ等で網目の付着物を除去し、流水で洗
い落してください。

５）こびりついた汚れが酷い場合は新品と交換してくださ
い。

６）固定金具に水フィルタをセットし、固定金具をフィル
タスパナで右に回しチャンバーに固定してください。

図 18

図 19

図 20

図 21

水フィルタ

保守

・運転直後などはチャンバーが熱くなっています。火傷の恐れがあるためチャン
バーが十分に冷えた状態で作業してください。
・運転直後などはタンクの水が熱くなっています。火傷の恐れがあるため十分に
冷えた状態で作業してください。

警　告
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毎週（但し使用頻度が多い場合は毎日）、または水量ゲージがMINになったとき

9-3水の交換
１）電源をOFFにします。
２）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
３）ドアを開け（図 22）、本機の設置位置より下方に 2L以上の容量の広口容器を準備します。
４）背面の排水ホース先端のチューブストッパを外し、用意した容器に全て排水します。（図 23、24）
５）チューブストッパを閉じ、ホースを元の場所に戻します。
６）新しい水（1L）※を給水口よりゆっくり注ぎます。使用する水は 15μ S/cm以下の
蒸留水、イオン交換水、RO水等を使用してください。（図 25）

　　　イオン交換水：イオン交換装置を用いてイオンを除去した水
　　　RO水：RO膜（逆浸透膜）を用いてイオンを除去した水
※使用頻度が少ない場合、少なくとも水量ゲージの水位がMINより高くなるまで入れてください。

・ 給水の際は水があふれないようにゆっくりと注いでください。機器が濡れると
故障の原因になります。また、あふれてしまった場合は、乾いた布等ですぐに
拭き取ってください。
・ 新しい水を給水前に、必ず全て排水してください。タンク内の水は使用する毎
に水の中の金属成分が凝縮されるため、本機の故障の原因になります。
・ 使用する水は 15μS/cm以下の蒸留水、イオン交換水、RO水等を使用してください。
水道水は使用しないでください。故障の原因になります。
・ 金属成分の多い水は被滅菌物の変色等の不具合の恐れがあります。また、本機
の各フィルタ詰まり等に起因する故障の原因になります。

注　意

図 22 図 23

図 25

図 24
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6か月毎（エアフィルタ、給水フィルタの汚れがひどい場合は随時）

9-4エアフィルタの交換
１）電源をOFFにします。
２）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
３）ユニット背面にあるエアフィルタを反時計方向に回し取り外します。（図 26）
４）新しいエアフィルタを時計方向に回し取り付けます。（図 27）

図 26 図 27

図 32図 31

図 28

スプリングバンド爪部

図 29 図 30

9-5給水フィルタの交換
１）電源をOFFにします。
２）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
３）タンクの水を排水ホースから排水します。（水が残っていると交換の際、残っている水
がチューブから流れ、水こぼれを起こします）（図 28）

４）ユニット背面にある給水フィルタの下に乾いた布、紙等を敷きます。（多少のタンク残
水が予想されます。また運転直後などはタンクの水が熱くなっておりますので、十分
に冷えた状態で作業するようにしてください）（図 29）

５）給水フィルタの両端のチューブをスプリングバンドを持ちながら引張ってチューブを
外します。（図 30）チューブが硬く引き抜けない場合は、スプリングバンドの爪部を
上下から押さえ、バンドをゆるめながらチューブを外してください。（図 31）

６）新しい給水フィルタを方向を合わせてチューブ端に押し込み装着します。（図 32）
７）スプリングバンドが給水フィルタ両端の元の位置にあることを確認します。

・ 被滅菌物は、洗浄剤の除去および乾燥させ、余剰オイルはできる限り排出し
てから滅菌してください。洗浄剤や余剰オイルの影響により、給水フィルタ
の汚れの原因になります。

お知らせ



23

1年毎（ひび割れ、硬化が認められるときは随時）※使用環境により、交換頻度は異なります。

ヒューズが切れている場合

9-6パッキンの交換
1）電源をOFFにします。
2）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
3）パッキンを引っ張って取り外します。（図 33、34）
4）新しいパッキンの対角４点を溝に押し込みます。その際、パッキンが片寄らないよう均
等にしてください。（図 35）

5）一辺ずつ溝に浮きが出ないようにパッキンを押し込みます。
6）パッキンが波打たないように均等に慣らします。
7）ドアハンドルレバーがスムーズに動作することを確認します。（固い場合はパッキンが
浮いていると思われますので、再度押し込んでください）（図 36）

9-7ヒューズの交換
1）電源をOFFにします。
2）電源コードのプラグをコンセントから抜きます。
3）ユニット背面にあるヒューズボックスにマイナスドライ
バーを挿し込み、左に回してヒューズボックスを取り出
します。

4）ヒューズボックスのヒューズを新しいヒューズと取り替え
ます。（図 37）

5）ヒューズボックスを元の位置に挿し込み、右に回して固定します。

・弊社指定以外のヒューズは使用しないでください。
・ヒューズ切れの原因がわからない場合は、必ず点検のため販売店まで連絡してください。

図 33 図 34

図 36

図 37

図 35

注　意

マイナスドライバー

ヒューズ
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10 定期点検
本製品の定期点検は、下記の点検表に基づき行ってください。点検項目に異常が見られる場合
は、販売店まで連絡してください。点検内容を記録する際は、“19. 点検記録表”をご利用く
ださい。

点検項目 点検内容 点検の間隔

水フィルタ
目詰まりしていないか確認します。
目詰まりしている場合は、洗浄または、新しいものに交換して
ください。

1週間

エアフィルタ
ひどく汚れていないか確認します。
汚れがひどい場合は、新しいものに交換してください。
また、6ヶ月毎に交換してください。

3ヶ月

給水フィルタ
ひどく汚れていないか確認します。
汚れがひどい場合は、新しいものに交換してください。
また、6ヶ月毎に新しいものに交換してください。

3ヶ月

パッキン
硬化、ひび割れがないか確認します。
硬化、ひび割れがある場合は、新しいものに交換してください。
また、1年毎に新しいものに交換してください。

6ヶ月

安全弁
蒸気漏れが無いことを確認します。
蒸気漏れが発生もしくは、購入後4年が経過している場合は、新し
いものに交換する必要があります。販売店まで連絡してください。

1年

11 エラーコード
故障、過負荷、断線、使用上の誤りなどにより異常が発生し、機器が停止した場合、ユニット
の操作パネルにエラーコードが表示されます。エラーが表示された場合、電源を入れ直し、同
様のエラーが表示されるか確認してください。再度エラーが表示された場合、次ページの表を
参照して対処をしてください。エラーが解消されない場合は、本機の故障が考えられますので
販売店まで連絡してください。

・ 予期せぬエラーの発生を防ぐため、使用前に以下の確認をしてください。また、
エラーが発生した場合（いずれのエラーにおいても）、以下の確認をしてくだ
さい。
- 標高が正しく設定されていること（“5-3-1 標高の設定” 参照）
- タンクに水が十分に入っていること（“6-1 給水” 参照）
- パッキンおよびパッキンの当たり面、チャンバー底面に汚れが付着していな
いこと、パッキンの浮き、硬化、ひび割れがないこと（“9-1 毎日のお手入れ” 
参照）

- 水フィルタが目詰まりしていないこと、エアフィルタ、給水フィルタがひど
く汚れていないこと（“9-2 水フィルタの清掃、交換”、“9-4 エアフィルタの
交換”、“9-5 給水フィルタの交換” 参照）

お知らせ



25

エラーコード エラーの内容 エラーの原因 対処

E01 蒸気温度の
オーバーヒート 異常上昇温度の検出 電源をOFFにし、10分後に再度電源

をONにしてください。

E02 チャンバーの
オーバーヒート 異常上昇温度の検出 電源をOFFにし、10分後に再度電源

をONにしてください。

E03 圧力異常 異常上昇圧力の検出

・水フィルタが詰まっていないか確認し
てください。
・タンクの水を排水して新しい水に交
換してください。

E04 圧力異常
滅菌工程における下限
圧力設定値以下の圧
力検出

・パッキンが汚れていないか確認してく
ださい。
・積載量を減らし再度滅菌してください。

E05 水量異常 タンク内の水が不足

・タンクに水が十分に入っているか確
認してください。
・給水フィルタが汚れていないか確認し
てください。

E06 水量異常 チャンバー内の水量が
不足

・パッキンが汚れていないか確認してく
ださい。
・タンクの水を排水して新しい水に交
換してください。
・タンクに水が十分に入っているか確
認してください。
・積載量を減らし再度滅菌してください。

E07 ドアが開いている 滅菌途中でドアが
開いた ドアが開いていないか確認してください。

E08 滅菌時間カウントが
止まった

水が不足している、ま
たは滅菌温度、圧力の
平坦化が阻害された

・タンクに水が十分に入っているか確
認してください。
・パッキンが汚れていないか確認してく
ださい。
・積載量を減らし再度滅菌してください。

E09 加熱工程の異常 一定時間に加熱が
できなかった

・供給電源電圧の低下が無いか確認し
てください。（延長コード等を使用し
ていないか）
・積載量を減らし再度滅菌してください。

E10 ベンチレーション
（換気）の異常

ベンチレーション (換
気 )で外気が吸引でき
なかった

エアフィルタを交換してください。

E11 空気量異常 チャンバー内に過剰の
空気残存を検知 積載量を減らし再度滅菌してください。

E12 滅菌工程の圧力及
び温度異常

滅菌工程中に温度及
び圧力設定値から外れ
た

・水フィルタが詰まっていないか確認し
てください。
・パッキンが汚れていないか確認してく
ださい。
・積載量を減らし再度滅菌してください。

・ 修理の依頼等で本機を移動する際は、必ず水を排水してから移動してください。
（“9-3 水の交換　1) - 4) ”参照）注　意
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12 故障と対策
故障かなと思ったら、修理を依頼する前に次の点をもう一度確認してください。いずれも当て
はまらない場合、または処置しても症状が改善されない場合は、本機の故障が考えられますの
で販売店まで連絡してください。

症状 原因 対策

電源が入らない。

電源コードのプラグがコンセントに
接続されていない。またはコンセン
トに電気が供給されていない。

接続を確認してください。

電源スイッチがONになっていない。 電源スイッチをONにしてください。

ヒューズが切れている。 ヒューズを交換してください。

動作しない。

動作開始前、動作中にドアが開いて
いる。 ドアを閉めロックしてください。

室温が低すぎる。
使用環境 10-40℃で使用してくださ
い。特に冬場は使用環境温度になるま
で、機器の使用はお待ちください。

滅菌・乾燥が悪い。被滅菌物を詰め過ぎている。滅菌時間・乾燥時間が短過ぎる。

被滅菌物の量を減らしてください。滅
菌時間・乾燥時間を長めに設定してく
ださい。

・ 修理の依頼等で本機を移動する際は、必ず水を排水してから移動してください。
（“9-3 水の交換　1) - 4) ”参照）注　意
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13 仕様

一般的名称 小型未包装品用高圧蒸気滅菌器
型式 iClave mini

販 売 名 アイクレーブミニ
医療機器クラス 管理医療機器（クラスⅡ）、特定保守管理医療機器
電 源 AC 100V 50/60Hz

滅菌プログラム

134℃ Solid：温度 134℃、滅菌時間 4 分（4 - 14分）、
　　　　　　  乾燥時間 2 分（2-30分）

134℃ Porous：温度 134℃、滅菌時間 14 分（14 - 24分）、
                           乾燥時間 10 分（2 - 30分）

121℃ Solid：温度 121℃、滅菌時間 20 分（20 - 30分）、
                       乾燥時間 2 分（2 - 30分）

121℃ Porous：温度 121℃、滅菌時間 30 分（30 - 40分）、
                           乾燥時間 10 分（2 - 30分）

上記括弧内の値は設定可能範囲を示す。
チャンバー容量 φ130× L200mm（2.5L）
最大圧力 0.25MPa（2.5 Bar）
安全装置 安全弁、温度過昇防止装置（2）、ドアロック装置、自己診断機能
タンク容量 1L

寸 法 W210× D320× H360mm（ドア全開時：H640mm)

重 量 15.5kg（iClave miniユニットのみ）
消費電力 750VA

EMC（電磁両立性） JIS C 1806-1 に適合

使用環境
（温度） 10 - 40℃
（湿度） 25 - 75%※

（標高） 0 - 2,500m

輸送・保管環境
（温度） -10 - 50℃ （輸送・保管時は排水のこと）
（湿度） 10 - 85%※

（気圧） 500 -1,060hPa

※結露のないこと
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 注意、添付文書参照

 シリアル番号

14

15

機器の分類

シンボルマーク

・電撃に対する保護の形式による分類：
　-クラス I機器

16

17

18

アフターサービス

スペアパーツ一覧

製品廃棄

本体には登録カード、保証書が添付されています。使用する前に登録カードを記入の上、返送
してください。また保証書は、必ず「販売店印及び購入日」を確認の上、購入した販売店から
受け取り、内容をよく読み、大切に保存してください。保守部品の弊社の保有期限は、製品の
製造を中止してから 7年です。この期間を修理可能期間とします。

廃棄時の作業者の健康上のリスク、廃棄物による環境汚染のリスクを防ぐため、医療機器の感
染性廃棄物は医師、または歯科医師が非感染状態であることを確認し、特別管理産業廃棄物の
許可業者に運搬または処分を委託してください。不明な点は購入した販売店まで連絡してくだ
さい。

製品名 製品番号 備考
水フィルタ U1159107 --

給水フィルタ U1159108 --

エアフィルタ U1159109 --

パッキン U1159110 --

ヒューズ D1200415020 ヒューズ定格　F15AL / 125V
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19 点検記録表

点検日時 点検項目 処置内容 担当者
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点検日時 点検項目 処置内容 担当者
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点検日時 点検項目 処置内容 担当者
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点検日時 点検項目 処置内容 担当者
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